
宣

命

諮

宣

下

抄

五
回
周

八

雑

々

宣

命

譜

巻

宣
命
讃
踊
の
譜
な
り
。
今
俸
は
ら
子
。
唯

し
り
と
宣
命
の
譜
に
は
よ
め
り
、

公
事
根
源
踏
歌
節
舎
の
燥
に
、
踏
歌
の
節
舎
を
ば
、
あ
ら
れ
ば
し
b
の
と
よ
の
あ
か

b
E
申
に
や
、
或
は
あ
ら
れ
ま

と
あ
る
の
み
。
蓋
し
熔
仁
の
頃
ま
で
は
あ

b
し
が
、
兵
火
な
ど
に
よ
b
て
、
亡
侠
せ
し
も
の
な
る
ぺ
し
。

こ
の
書
の
著
者
は
、

柱
史
抄
に
、
政
事
要
略
百
六
云
、
参
議
従
四
位
上
守
宮
内
卿
粂
尾
張
守
滋
野
朝
臣
点
主
、
活
宣
命
諮
奏
問
、

と
見
え
た
hd
。
滋
野
点
主
の
事
は
、
秘
府
略
の
候
(
三
五

O
頁
)
に
哉
せ
た
h
J
O

宣

下

抄

巻

詔
勅
宣
旨
を
宣
下
せ
ら
る
h

時
の
法
式
な
E
を
記
し
た
る
も
の
な
る
ぺ
し
。

買
隆
司
公
記
に
、
明
臆
五
年
一
月
廿
六
日
、
宣
下
抄
転
借
遣
中
院
了
、

と
見
え
た
る
も
の
、
こ
の
書
な
る
ぺ
し
。

奏

事

巻

こ
れ
も
今
停
は
ら
ね
ば
詳
な
ら
子
。
奏
事
は
、
諾
司
事
を
録
し
て
、
奏
聞
す
る
を
い
ふ
。
蓋
し
そ
の
作
法
儀

記
し
た
る
も
の
な
る
ぺ
し
。

年

中

例

奏

文

巻

群
書
類
従
本
に
は
、
下
に
九
位
陣
と
註
せ
り
・

年
中
恒
例
の
奏
丈
を
集
録
し
た
る
も
の
な
り
。
類
従
本
に
註
し
た
る
九
僚
は
、
九
候
師
輔
に
て
、
そ
の
著
な

れ
E
。
今
俸
は
ら
ざ
れ
ば
詳
な
ら
子
。

寛

平

遺

誠

巻

宇
多
天
皇
の
御
訓
誠
な
り
。
御
譲
位
の
御
時
、
幼
帝
醍
醐
天
皇
に
ま
ゐ
ら
せ
給
ひ
し
も
の
に
で
、
一
定
ゐ
り

湊

事

年

中

例

奏

文

寛

平

遺

誠

五
四
五

式
な
ど
を

る
よ
し
な

。
帝
王
の



高

名

録

五
凶
七

仙
世
帥
明
遺
誠

九

保

右

丞

相

遺

誠

五
四
六

御
動
作
、
御
皐
業
、
任
官
、
叙
位
、
そ
の
他
の
政
務
、
儀
式
、
及
び
廷
匡
の
賢
否
等
を
記
し
給
へ

h
一
。
今
俸
は
ち
た
る
も
の
は

時
四
闘
に
て
、
群
書
類
従
に
股
め
た
り
。
ま
た
諸
書
に
引
載
し
允
る
も
の
多
し
。
予
の
寛
平
遺
戒
逸
文
一
港
あ
り
。
な
ほ
こ

の
書
の
事
は
、
皇
室
御
撰
之
研
究
に
記
せ

b
。

嵯

蛾

遺

誠

巻

嵯
峨
天
皇
の
御
遺
訓
に
て
、
仁
明
天
皇
に
ま
ゐ
ら
せ
給
ぴ
し
も
の
な
る
ぺ
し
。

こ
の
書
は
、
世
に
俸
は
り
た
る
も
の
な
く
、
結
日
本
後
紀
、
三
代
貫
録
に
引
き
た
る
も
の
あ
る
の
み
。
な
は
こ
の
書
の
事

も
、
皇
室
御
撰
之
研
究
に
記
せ

h
。

九

傑

右

丞

相

違

誠

九
俊
右
大
臣
師
輔
の
遺
訓
な
り
。
巻

始
に
「
遺
誠
並
日
中
行
事
・
一
と
し
て
、
日
々
の
行
事
作
法
、
及
び
平
日
心
得
ぺ
き
事
E

も
を
か
き
た
る

6
の
に
で
、
数
葉
あ

b
。

末
尾
に
、
以
前
雑
事
書
記
如
右
、
予
十
円
伊
示
得
其
一
端
、
然
而
常
蒙
先
公
之
教
、
又
訪
古
賢
今
粗
知
事
宴
、
依
高
一
之

勤
、
雄
非
才
智
、
己
登
崇
斑
、
一
筋
吾
後
之
者
、
熟
存
此
由
、
縦
錐
非
如
法
、
必
用
意
可
勤
公
私
之
事
、

左
記
せ
り
。
一
先
会
は
究
忠
平
に
て
、
崇
班
は
右
大
臣
の
列
に
あ
る
を
い
ふ
。

大
鏡
伊
予
の
俸
に
、
い
と
若
〈
て
う
せ
お
は
し
ま
し
た
る
こ
と
は
、
九
候
肢
の
御
遺
言
を
た
が
へ
さ
せ
給
へ
る
と
ぞ
、

人
申
し
け
る
、

E
ゐ
hJ
て
、
こ
の
遺
訓
に
そ
む
〈
と
き
は
、
答
を
う
〈
る
よ
し
い
へ
り
。

こ
の
書
は
、
台
記
別
記
、
M
間
足
時
=
一
古
事
談
、
愚
管
抄
、
明
月
記
一
攻
問

2一
寸
に
見
え
、
菩
提
院
闘
白
基
房
は
、
九
俊
一
策
貨
と

謀
り
、
こ
の
遺
誠
を
参
照
し
て
、
叙
位
除
目
に
闘
す
る
事
を
記
し
た
る
よ
し
、
質
的
別
卿
記
一
時
一
定
時
に
見
え
た
り
。

こ
の
香
は
、
拾
芥
抄
に
載
せ
、
群
書
類
従
に
も
牧
め
た
り
o-
但
し

江
談
抄
に
、
治
部
卿
伊
房
云
、
九
僚
殿
御
遺
誠
一
京
、
魚
我
後
入
者
、
賀
茂
春
日
御
祭
日
、
必
可
参
詣
赴
頭
也
、
但
於
春
日

同
日
河
川
V

Z

J

ら
九
、

E
話・ベ一部興

者
、
路
遠
有
煩
、
可
参
大
原
野
也
者
、
而
参
大
原
野
巳
以
断
・
絶
也
、
件
半
額
秘
事
、
不
載
流
布
世
間
之
遺
誠
、
若
件
事
在

主
見
え
て
、
異
本
あ
り
し
が
1

今
は
俸
は
ら
今
。

高

名

録

巻

江
帥
抄

a

著
名
な

b
し
人
、
高
名
な
る
物
等
、
何
に
て
も
、
世
の
問
え
高
き
も
の
を
採
録
し
た
る
も
の
な
β

ぺ
し
。
今
俸
は
り
た

る
も
の
あ
る
を
き
か
や
。
読
経
口
惇
明
鏡
集
に
、
こ
の
虫
一
百
ぞ
引
き
て
、
能
諒
者
を
列
記
し
、
河
海
抄
に
も
、
こ
の
書
を
引
き

て、

E
勢
金
問
、
同
相
庭
、
及
び
名
高
き
帯
を
記
し
た
り
。



小

野

宮

致

命

白

同

信

A

借

款

命

五
回
入

小

野

宮

教

命

巻

小
野
宮
と
の
み
あ
れ
ば
、
明
な
ら
ね
E
、
太
政
大
臣
賞
碩
か
、
そ

の
孫
右
大
臣
賞
賓
の
敬
命
な
る
ぺ
し
。
賃
頼
な
ら
ば
、

決
の
貞
信
会
設
命
の
如
〈
、
清
慌
会
と
あ
る
ぺ

c、
且
つ
賃
頼
に
は
、
数
命
、
訓
戒
の
如
き
も
の
あ
り
し
事
他
に
見
え
や
。

費
資
に
は
、
小
野
宮
右
府
盤
誠
と
稀
す
る
も
の
あ

b
。
貫
首
雑
事
略
に
見
え
て
、
右
府
壁
誠
と
も
記
し
、
撰
集
秘
記
に
は
、

後
小
野
教
と
見
え
た
り
。

北
山
抄
に
、
後
右
府
殺
と
い
ひ
、
西
宮
記
一
品
書
に
、
右
府
命
と
あ
る
も
同
書
な
る
ぺ

し
。
貫
首
雑

事
略
に
は
、
下
に
「
資
房
卿
補
頭
之
時
、
詰
渡
書
内
也
」
と
註
し
て
、
資
房
の
蔵
人
頭
に
補
せ
ら
れ
た
る
時
に
遣
は
し
た
る

も
の
な
hJ
。
資
房
は
、
貨
資
の
猶
子
擢
大
納
言
資
平
の
子
な
り
。
安
房
の
蔵
人
頭
に
補
せ
ら
れ
た
る
は
、
長
暦
二
年
六
月

な
れ
ば
、
そ
の
を
り
の
も
の
な
る
ぺ
し
。
貫
資
は
固
融
天
皇
よ
り
、
一

候
天
皇
に
至
る
三
代
七
年
問
、
識
人
頭
た
れ
ば
、
特

に
蔵
人
頭
の
職
に
関
す
る
事
E
も
を
記
し
た
る
も
の
な
ら
ん
。

貨
安
は
、
冷
泉
天
皇
よ
り
、
後
朱
雀
天
皇
に
至
る
七
朝
に
歴
仕
し
、
従
一
位
、
右
大
臣
に
至

b
、
寛
徳
三
年
、
九
十
歳
に
て

亮
去
し
、
世
に
賢
人
右
大
臣
と
稿
す
。

こ
の
香
も
今
俸
は
ら
す
。

西
宮
記
以
下
に
引
載
し
た
る
も
の
十
七
候
あ
り
。
こ
れ
を
小
野
宮
致
命
逸
文
に
牧
め
た
り
。

貞

信

公

教

命

二

品

企

貞
信
会
は
、
太
政
大
臣
藤
原
忠
平
に
て
、
こ
の
書
は
、
通
憲
入
選
疎
書
目
録
に
も
、
「
一
合
通
憲
書
、
点
信
会
教
命
L

と
見

え
.
北
山
抄
そ
の
他
の
書
に
は
、
貞
信
会
教
と
し
た
る
も
の
あ

b
。
今
世
に
俸
は
L

リ
た
る
も
の
な
〈
、
唯
小
野
宮
故
買
筈

例
と
題
し
て
、
そ
の
一
部
門
?
を
載
せ
た
る
も
の
あ
り
。
小
野
宮
故
買
奮
例
は
、
東
京
帝
国
大
串
の
所
蔵
(
小
中
村
博
士
筈

臓
)
に
し
て
、
塙
史
料
に
引
載
し
た
れ
ば
、
和
皐
講
談
所
の
も
の
な
る
が
如
し
。
同
書
に
よ
る
に
、
良
信
公
数
命
は
、
忠
平

親
ら
筆
を
採
り
た
る
も
の
に
あ
ら
十
。
朝
儀
、
政
務
な
ど
に
闘
し
て
、
時
々
説
話
し
た
る
敬
命
を
、
二
子
小
野
宮
賃
頼
、
九

保
師
輔
の
筆
録
し
た
る
も
の
な
b
。

一
、
買
額
の
筆
録
し
た
る
も
の
は
、
小
野
宮
故
貿
信
例
の
巻
首
に
、
「
奉
殿
下
数
命
所
記
、
但
恐
愚
頑
之
質
、
又
有
失
敗
、
事

無
'
次
第
只
記
之
」
と
あ
り
て
、
こ
れ
を
記
し
、
衣
に
そ
の
年
月
を
註
し
た
り
。
郎
ち
元
日
節
曾
二
使
、
七
日
節
舎
三
僚
の

衣
に
「
天
慶
元
年
七
月
サ
一
日
数
命
也
し
と
註
し
、
節
曾
一
一
伎
の
下
に
「
天
慶
三
年
十
二
月
廿
三
日
数
」
と
し
、
今
年
新
嘗

-
合
云
々
の
下
に
、
「
口
口
四
年
正
月
八
日
数
」
と
あ
る
が
如
し
。
中
に
は
、
本
文
の
中
に
、
「
或
人
云
」
の
文
あ
り
。
「
殿
下
菟

後
見
御
日
記
延
長
六
年
正
月
一
日
云
々
、
」
な
E
附
記
し
た
る
と
こ
ろ
あ
hJ
。
ま
た
賃
頼
の
孫
貨
安
の
小
野
宮
年
中
行

事
正
月
九
日
外
官
除
目
の
伎
に
、
「
天
慶
五
年
三
月
廿
四
日
貞
信
公
数
…
鍛
」
と
し
た
る
故
殿
は
、
賃
額
な
b
o
北
山
抄
正

月
七
日
節
舎
、
及
び
叙
位
の
僚
に
、
天
暦
二
年
云
と
あ
り
て
、
下
に
貞
信
公
教
と
あ
る
も
貫
額
の
記
な
る
ぺ
し
。

二
、
-
九
僚
師
輔
の
筆
録
し
た
る
は
、
小
野
宮
故
賃
奮
例
の
末
に
、
九
僚
殴
口
俸
を
附
し
、
そ
の
下
に
、
「
如
是
敬
命
、
時
々
雄

承
]
愚
拙
之
身
、
白
以
忘
失
敗
、
但
至
子
承
覧
略
書
之
」
と
註
し
て
、
節
曾
五
焼
、
及
び
匂
事
一
伎
を
の
せ
た

b
。
な
ほ

良

信

会

教

命

毘
四
九



諸
情
慌
A

位

九

保

政

行

事

不

同

抄

仁

和

以

後

記

目

録

五
五

O

小
右
記
に
、
寛
仁
四
年
八
月
十
八
日
の
僚
に
、
九
倍
殴
承
貞
信
公
敬
、
所
詰
置
之
口
偉
大
略
所
見
也
、

と
見
え
た
h
J
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
師
輔
の
筆
録
し
た
る
は
、
口
停
と
稿
し
た
る
が
却
し
。
北
山
抄
正
月
宴
-
舎
の
僚
の
下
-

に
、
「
卸
貞
信
公
之
教
也
、
見
口
停
、
」
と
詰
し
寸
九
僚
丞
相
口
惇
謂
件
儀
耳
」
と
見
え
、
台
記
久
安
三
年
三
月
二
十
七
日
の

僚
に
、
「
九
僚
殿
口
惇
也
」
と
詰
し
た
る
も
同
じ
}

此
の
如
く
、
賃
頼
、
師
輔
の
筆
録
し
た
る
は
、
別
々
な
れ
ば
、
二
審
と
あ
る
は
、
各
一
巻
な
る
ぺ
し
。
忠
平
の
子
に
は
、
こ
の
一

外
、
小
一
候
師
手
、
中
納
言
師
氏
芯
ど
あ
れ

E
、
そ
の
筆
録
じ
た
る
十
S

の
は
見
え
子
。

清

慢

公

九

保

殿

行

事

不

同

抄

清
慌
公
小
野
宮
貫
頼
、
九
僚
師
輔
の
公
事
作
誌
に
つ
い
て
の
異
同
を
記
し
た
る
も
の
な
る
ぺ
し
。

こ
れ
も
今
俸
は
ら

子
。
群
書
類
従
本
九
保
と
註
し
た
り
。

九
伎
は
、
九
傍
流
に
て
、
筆
録
し
た
る
意
な
ら
ん
か
。

仁

和

以

後

記

目

録
内
閣
一
本
一
谷
と
あ

p
e

如
何
な
る
も
の
か
明
な
ら
子
。
仁
和
以
後
記
と
あ
れ
ば
、
或
は
語
家
々
来
な

E
の
目
録
な
広
ん
か
。

諸
家
の
日
記
目

録
は
、
寛
文
の
刊
本
以
下
、
こ
の
書
籍
目
録
の
巻
末
に
、
諸
家
名
記
と
し
て
、
附
載
し
た
る
も
の
ゐ
り
。
こ
の
害
の
み
を
一

忠
信
と
し
た
る
寓
本
の
中
に
は
、
名
記
目
録
と
題
し
た
る
も
の
も
あ
り
。
李
部
王
記
を
始
と
し
て
、
桂
中
納
言
頴
俊
の
陵
記

に
至
る
、
日
記
六
十
九
種
を
載
せ
て
、
そ
の
記
者
を
註
せ
り
。
建
長
二
年
出
家
し
て
、
丈
永
九
年
菟
去
し
た
る
桂
中
納
言

定
嗣
の
葉
輝
記
、
文
永
五
年
に
出
家
し
て
、
正
躍
二
年
に
亮
じ
た
る
樫
大
納
言
責
季
の
銅
聡
記
よ
り
、
以
後
の
も
の
な
り

れ
ば
、
蓋
し
こ
の
書
の
事
な
る
ぺ
し
。
但
し
寓
本
の
中
に
は
、
日
記
に
ゐ
ら
ぎ
る
西
宮
記
、
北
山
抄
を
追
記
し
、
国
太
暦
、

薩
戒
記
等
、
後
の
日
記
を
増
加
し
た
る
も
の
あ

b
。

名

所

抄

巻

今
俸
は
ら
ね
ば
、
如
何
な
る
も
の
か
、
明
な
ら
子
。
京
都
の
名
所
を
記
し
た
る
も
の
な
る
ぺ
〈
、
蓋
し
二
中
歴
巻
十
の

名
家
歴
、
簾
中
抄
下
巻
の
名
所
、
拾
芥
抄
中
程
の
諸
名
所
の
如
き
も
の
な
る
ん
。
或
は
ニ
中
歴
桃
園
の
註
に
、
「
或
抄
云
」

と
見
え
、
枇
杷
殿
の
項
に
、
「
抄
云
」
と
し
、
そ
の
他
所
々
に
「
或
抄
云
、
」
と
記
し
た
る
も
の
は
、
こ
の
書
を
さ
し
た
る
も
の

な
ら
ん
か
。

御

所

抄

巻

皇
居
抄

h 

cl 

名

所

抄

御

所

抄

五
五



犬
江
匡
房
の
談
話
を
筆
録
し
た
る
も
の
な
ち
。

群
書
類
従
に
収
め
た
る
も
の
も
六
巻
に
て
、
倉
敷
も
あ
へ
り
。

そ
の

居

宅

抄

五五

こ
れ
も
、
今
俸
は
ら
ね
ば
詳
な
ら
や
。
皇
居
抄
と
あ
る
に
よ
れ
は
、
内
裏
の
紫
寝
殿
、
清
涼
殿
以
下
の
殿
合
等
を
錯
し

‘
た
る
も
の
な
る
ぺ
し
。

居

宅

抄

巻

今
俸
は
ら
ね
ば
詳
な
ら
や
J

。
大
臣
、
公
卿
な
E
の
第
宅
の
有
様
な
E
を
記
し
た
る
も
の
か
。
母
屋
、
封
屋
、
中
門
等
を
設

明
し
た
る
も
の
に
や
。

九

雑

抄

江

談

....L・
ノ、

巻

江
匡
昆

篇
目
は
左
の
如
し
。

第
一
会
事
採
翻
事

悌
跡
事

第
二
雑
事

第
三
雑
事

第
四

第
五
詩
事

第
六
長
'
何
事

各
候
項
の
始
に
、
或
は
「
被
命
一
去
、
」
「
又
被
命
云
、
L

「
被
談
云
、
」
「
又
被
談
云
、
・
・
『
談
云
、
」
な

E
記
し
、
「
帥
股
被
仰
云
、
」
「
都

菅
又
云
、
」
品
位
五
「
江
都
督
云
、
」
谷
六
な
ど
記
し
た
る
と
こ
ろ
あ

b
G
帥
は
匡
目
白
の
官
太
宰
帥
に
し
て
、
都
督
は
そ
の
唐
名
な

A
V

。
ま
た
「
故
右
大
排
時
範
談
云
、
」
品
官
二
「
経
信
卿
常
被
示
日
、
」
袋
一
「
故
帥
大
納
言
常
談
云
、
L
空
弓
安
仲
卿
日
、
」
谷
一
ユ
「
入

遺
棄
仲
帥
談
目
、
」
谷
一
「
故
小
野
宮
右
大
臣
語
云
、
」
空
一
「
戸
部
卿
日
、
機
一
一
一
「
治
部
卿
伊
房
談
日
、
」
鶴
一
一
一
「
魚
仲
云
、
」
念
ニ
「
故

椅
工
部
孝
親
被
語
云
、
」
各
四
「
大
隅
守
清
原
矯
信
云
、
」
谷
四
「
又
被
命
云
、
資
仲
談
日
、
」
巻
二
「
或
人
語
日
、
」
念
一
「
故
老
云
)
」

「
古
人
云
、
」
各
四
「
故
老
停
云
、
」
「
惇
聞
L
品
世
間
な

E
記
し
た
る
と
こ
ろ
あ
り
。
蓋
し
匡
房
が
、
是
等
の
人
々
よ
り
聴
き
た
る

江

談

五五=一


